
3 章・1 節 三角形と比 
① 三角形と比 
② 三角形の重心・外心・内心 
③ 三角形の比の定理 
 
1 次の   をうめよ。知 

(1) 4ABC の{A の二等分線と対辺BC

との交点をP とするとき 
  BP：PCx AB ： AC …①  
が成り立つ。 

 
(2) 三角形の頂点と対辺の中点を結んだ

線分を 中線 という。3 本の中線は 1
点で交わる。この交点を，その三角

形の 重心 という。この交点は，そ

れぞれの中線を 2 ： 1  に内分する。 
 
(3) 三角形の 3 辺の垂直二等分線は 1 点

で交わる。この点を中心として 3 つ

の頂点を通る円をかくことができる。

この円を三角形の 外接円 といい，

その中心を三角形の 外心 という。 
 
(4) 三角形の 3 つの内角の二等分線は 1

点で交わる。この点を中心として 3
辺に接する円をかくことができる。 
この円を三角形の 内接円 といい，

その中心を三角形の 内心 という。 
 
 

2 次の(1)～(3)の点を図示せよ。技 
(1) 線分AB を2 : 1 に内分する点P  

 
 

 

 
(2) 線分CD を4 : 3 に外分する点Q  

 
 

 

 

(3) 線分EF を2 : 5 に外分する点R  
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

3 4ABC において，辺AB ，BC ，

CA の長さをそれぞれ6 ，10 ，9

とする。{A の二等分線と辺BC

との交点をP とするとき，BP ，

PC の長さをそれぞれ求めよ。技 
 

 

 

 

4 次の図において，x ，y ，角® ，角¯ を求めよ。技 
(1)        (2)          (3) 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
5 下の図で，x を求めよ。技 
(1)              (2)  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

組  名  前 

Oは4ABCの外心 Iは4ABCの内心



3 章・2 節 円の性質 
① 円周角の定理 
② 円に内接する四角形 
③ 円と接線 
 
1 次の   をうめよ。知 
(1) 四角形の 4 つの頂点が 1 つの円周上に 

あるとき，その四角形は円に 
 内接する という。 

 
(2) 円に内接する四角形では，対角の和は 

 180¸ である。 
 
(3) 円に内接する四角形では，外角は，そ 

れと隣り合う内角の 対角 に等しい。 
 
(4) 直線と円がただ 1 点を共有するとき， 

この直線は円に 接する といい，この 
直線を円の 接線 ，その共有点を 
 接点 という。 

 
 
2 下の図で，角µ を求めよ。ただし，O は円の中心である。技 
(1) 
 

 

 

 

 
 
(2)  

 

 

 

 

 
 
 
3 右の図のように，円周上に 4 点

A, B, C, D をADkBC となるように

とる。 
このとき，弧AB の長さと弧CD の

長さは等しいことを示せ。考 
 

 

 

 

 

 
 
 
 

4 右の図においで，角µ を求めよ。技 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

5 右の図で，円O は直角三角形ABC  
の内接円で，P ，Q ，R は接点で 
ある。BPx6 ，円O の半径が2 の 
とき，4ABC の面積を求めよ。技 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 右の図のように台形ABCD  
に円O が内接している。 
{BAD x{ABCx90¸,  
ABx5, CDx7  
のとき，この台形の面積を 
求めよ。技 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

組 番号 名  前 



3 章・2 節 円の性質 
④ 接線と弦のつくる角 
⑤ 方べきの定理 
⑥ 2 つの円 
 
 
1 次の   をうめよ。知 
(1) 右の図のように，点A における円O の接線 

をAT ，A を通る弦をAB とするとき 
  {BATx{ ACB  
が成り立つ。 
一般に，円の接線とその接点を通る弦のつくる角は，その角の

内部にある弧に対する 円周角 に等しい。 
 

(2) 点P を通る 2 直線が，円O とそれぞれ 2 点 
A, B と 2 点C ，D で交わるとき 
  PA@ PB x PC @PD  
が成り立つ。 
これを 方べき の定理という。 

 
 
 
(3) 点P を通る 2 直線の一方が円O と 2 点A ， 

B で交わり，もう一方が点T で接するとき 
  PA @PBx PT2  
が成り立つ。 

 
(4) 2 つの円の位置関係は，それらの円の半径r, r´ と中心間の距

離d との関係で定まる。ただし，rur´ とする。 
① rOr´ t d         ②  rOr´ xd   
 
 
 

      互いに外部にある         外接する 
 

③ rPr´tdtrOr´  ④ rPr´ xd  ⑤ rPr´ u d  
 
 
 

      2 点で交わる     内接する  一方が他方を含む 
 

2 右の図で，AT は円O の接線，A は 
接点である。角µ を求めよ。技 

 

 

 

 

 

 

 

3 右の図で，x を求めよ。技 
 

 

 

 

 
 
 
 

4 下の図で，直線AB は 2 つの円O, O´ の共通接線，A, B は接点

である。このとき，線分AB の長さを求めよ。技 
(1) 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
(2) 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
5 右の図で，円O と円O´ は 

点P で外接している。P を 
通る 2 本の直線がそれぞれ 
の円と点A, B およびC, D  
で交わるとき 
  4PAC¡4PBD  
となることを証明せよ。考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

組 番号 名  前 



3 章・1 節 三角形と比 
① 三角形と比 
② 三角形の重心・外心・内心 
③ 三角形の比の定理 
 
1 次の   をうめよ。知 

(1) 4ABC の{A の二等分線と対辺BC

との交点をP とするとき 
  BP：PCx AB ： AC …①  
が成り立つ。 

 
(2) 三角形の頂点と対辺の中点を結んだ

線分を 中線 という。3 本の中線は 1
点で交わる。この交点を，その三角

形の 重心 という。この交点は，そ

れぞれの中線を 2 ： 1  に内分する。 
 
(3) 三角形の 3 辺の垂直二等分線は 1 点

で交わる。この点を中心として 3 つ

の頂点を通る円をかくことができる。

この円を三角形の 外接円 といい，

その中心を三角形の 外心 という。 
 
(4) 三角形の 3 つの内角の二等分線は 1

点で交わる。この点を中心として 3
辺に接する円をかくことができる。 
この円を三角形の 内接円 といい，

その中心を三角形の 内心 という。 
 
 

2 次の(1)～(3)の点を図示せよ。技 
(1) 線分AB を2 : 1 に内分する点P  

 
［解］  

 

 
(2) 線分CD を4 : 3 に外分する点Q  

 
［解］  

 

 

(3) 線分EF を2 : 5 に外分する点R  
 

［解］  

 

 
 
 
 
 
 
 

3 4ABC において，辺AB ，BC ，

CA の長さをそれぞれ6 ，10 ，9

とする。{A の二等分線と辺BC

との交点をP とするとき，BP ，

PC の長さをそれぞれ求めよ。技 
［解］ BPxx とおくと 

   x : 10Px£ ¤x6 : 9   9xx6 10Px£ ¤   xx4  

したがって  BPx4 ，PCx10P4x6  

 

4 次の図において，x ，y ，角® ，角¯ を求めよ。技 
(1)        (2)          (3) 
 
 
 
 
 
 
［解］ (1) AG : GDx2 : 1 より 4 : GDx2 : 1  GDx2  

ADx4O2x6 ，{ADBx90¸ であるから 

4ABD に三平方の定理を用いて BD2x72P62x13  

BDu0 より BDx 13  よって BCx2 13  

したがって xx2 ，yx2 13  

(2) O は4ABC の外心であるから，円周角の定理により 

{BOCx{BACA2x67¸A2x134¸  

また，AOxBOxCO より {OACx{OCAx38¸  

{OBAx{OABx67¸P38¸x29¸  

したがって ®x29¸ ，¯x134¸  
(3) AI ，BI はそれぞれ{A ，{B の二等分線であるから 

{ABCx36¸A2x72¸  

{BACx180¸P 72¸O52¸£ ¤x56¸  

{IACx56¸A
1
2
x28¸  

{AIBx180¸P 28¸O36¸£ ¤x116¸  

したがって ®x116¸ ，¯x28¸  

 
5 下の図で，x を求めよ。技 
(1)              (2)  

 

 

 

 

［解］ (1) チェバの定理により 
BP
PC

@
CQ
QA

@
AR
RB

x1  であるから 
1
1

@
2

xP2
@
6
3
x1  

   したがって xx6  
(2) メネラウスの定理により 

BP
PC

@
CQ
QA

@
AR
RB

x1  であるから 
4
3

@
xO5
x

@
1
4
x1  

   よって xO5x3x  

   したがって xx
5
2  

組  名  前 

Oは4ABCの外心 Iは4ABCの内心



3 章・2 節 円の性質 
① 円周角の定理 
② 円に内接する四角形 
③ 円と接線 
 
1 次の   をうめよ。知 
(1) 四角形の 4 つの頂点が 1 つの円周上に 

あるとき，その四角形は円に 
 内接する という。 

 
(2) 円に内接する四角形では，対角の和は 

 180¸ である。 
 
(3) 円に内接する四角形では，外角は，そ 

れと隣り合う内角の 対角 に等しい。 
 
(4) 直線と円がただ 1 点を共有するとき， 

この直線は円に 接する といい，この 
直線を円の 接線 ，その共有点を 
 接点 という。 

 
 
2 下の図で，角µ を求めよ。ただし，O は円の中心である。技 
(1)              ［解］ AB は直径であるから {ACBx90¸  

                   {DCBx90¸P66¸x24¸  

                {ABCx{ADCx48¸  

               したがって µx24¸O48¸  

                      x72¸  

 
 
(2)              ［解］ {ABCx180¸P110¸x70¸  

               {BADx78¸ より 

               {BACx78¸P25¸x53¸  

               したがって µx180¸P 70¸O53¸£ ¤  

                       x57¸  

 
 
 
3 右の図のように，円周上に 4 点

A, B, C, D をADkBC となるように

とる。 
このとき，弧AB の長さと弧CD の

長さは等しいことを示せ。考 
［解］ A とC を結ぶと，ADkBC より 

   錯角が等しいから {ACBx{CAD  

弧AB に対する円周角と弧CD に対する 

円周角が等しいから，弧AB の長さと弧 

CD の長さは等しい。 

 
 
 
 

4 右の図においで，角µ を求めよ。技 
［解］ {ACBx{ADBx90¸  

 よって，点C, D はAB を直径とする 

同一円周上にある。 

したがって {BDCx{BACx26¸  

角µ は4CED の頂点 E における外角 

であるから 

   µx26¸O33¸x59¸  

 
 

5 右の図で，円O は直角三角形ABC  
の内接円で，P ，Q ，R は接点で 
ある。BPx6 ，円O の半径が2 の 
とき，4ABC の面積を求めよ。技 

［解］ CPxCQxx とおく。 

 ABx2O6x8 ，ACx2Ox ， 

BCx6Ox であるから，  

4ABC に三平方の定理を用いて 

  82O 2Ox£ ¤2x 6Ox£ ¤2  

      8xx32  

       xx4  

したがって，求める面積は 

   
1
2
@ 8 @ 6x24  

 

 

6 右の図のように台形ABCD  
に円O が内接している。 
{BAD x{ABCx90¸,  
ABx5, CDx7  
のとき，この台形の面積を 
求めよ。技 

［解］ APxAS, BPxBQ, CQxCR, DRxDS となる。 

  したがって 

  ADOBCx ASODS£ ¤O BQOCQ£ ¤  

      x APODR£ ¤O BPOCR£ ¤  

      x APOBP£ ¤O CRODR£ ¤  

      xABOCD  

      x5O7x12  

よって，求める面積は  
1
2
@ 12 @ 5x30  

 
 

組 番号 名  前 



3 章・2 節 円の性質 
④ 接線と弦のつくる角 
⑤ 方べきの定理 
⑥ 2 つの円 
 
 
1 次の   をうめよ。知 
(1) 右の図のように，点A における円O の接線 

をAT ，A を通る弦をAB とするとき 
  {BATx{ ACB  
が成り立つ。 
一般に，円の接線とその接点を通る弦のつくる角は，その角の

内部にある弧に対する 円周角 に等しい。 
 

(2) 点P を通る 2 直線が，円O とそれぞれ 2 点 
A, B と 2 点C ，D で交わるとき 
  PA@ PB x PC @PD  
が成り立つ。 
これを 方べき の定理という。 

 
 
 
(3) 点P を通る 2 直線の一方が円O と 2 点A ， 

B で交わり，もう一方が点T で接するとき 
  PA @PBx PT2  
が成り立つ。 

 
(4) 2 つの円の位置関係は，それらの円の半径r, r´ と中心間の距

離d との関係で定まる。ただし，rur´ とする。 
① rOr´ t d         ②  rOr´ xd   
 
 
 

      互いに外部にある         外接する 
 

③ rPr´tdtrOr´  ④ rPr´ xd  ⑤ rPr´ u d  
 
 
 

      2 点で交わる     内接する  一方が他方を含む 
 

2 右の図で，AT は円O の接線，A は 
接点である。角µ を求めよ。技 

［解］ 接線と弦のつくる角の定理より 

  {ACBx{BATx65¸  

弧AB に対する円周角と中心角の関係から 

  {AOBx2A65¸x130¸  

OAxOB より{OABx{OBA  

したがって µx 180¸P130¸£ ¤A 1
2

 

        x25¸  

3 右の図で，x を求めよ。技 
［解］ 方べきの定理により 

  PC@PDx3 3Ox£ ¤  

  PC@PDx4@ 4O3£ ¤  

よって  3 3Ox£ ¤x4@7  

  xx
19
3

 
 
 
 

4 下の図で，直線AB は 2 つの円O, O´ の共通接線，A, B は接点

である。このとき，線分AB の長さを求めよ。技 
(1) 
 
 
 
 
［解］                   AB2xCO´2  

                      x 3O2£ ¤2P 3P2£ ¤2  

                      x24  

                   ABu0 より ABx2 6  
 
(2) 
 
 
 
 
［解］                    AB2xCO´2  

                       x92P 4O3£ ¤2  

                       x32  

                    ABu0 より ABx4 2  
 
 
5 右の図で，円O と円O´ は 

点P で外接している。P を 
通る 2 本の直線がそれぞれ 
の円と点A, B およびC, D  
で交わるとき 
  4PAC¡4PBD  
となることを証明せよ。考 

［解］ 4PAC と4PBD において 

  {APCx{BPD …①  

P を通る共通接線TPT´ を引くと，接線と弦のつくる角の定理により 

  {ACPx{APT  

  {BDPx{BPT´  

ここで，{APTx{BPT´  

であるから 

  {ACPx{BDP …②  

①，②より，2 組の角がそれぞれ等しいから 

    4PAC¡4PBD  

組 番号 名  前 




